
　　　平成３０年度　石垣市水道事業予算の概要

１．業務の予定量

　

２．予算の内訳

【 収益的収支 】

　　収益的収支とは、施設の運転・管理など、事業を運営するための収支のことです。

　　収入の主なものは水道料金で、支出は人件費、修繕費、委託費、動力費、減価償

　却費、支払利息等が主なものです。

　水道事業は、地方公営企業法の定める『独立採算性』を基本とした地方公営企業で、

水道使用者の皆様からいただいた水道料金で事業を運営しております。税金等で賄われ

る市役所の一般会計や特別会計とは別の会計になっています。

項　　目 予　　定　　量

給水戸数

年間給水量

一日平均給水量

主な建設改良事業

　26,474戸

　8,134,800㎥

　22,287㎥

　自家発電整備更新工事、配水管布設工事

給水収益

74%

営業外収益

23%

その他

3%

水道事業収益の構成割合

職員給与費

12%

修繕費

12%

委託費

10%

動力費

4%

減価償却費

40%

支払利息

6%

その他

16%

水道事業費用の構成割合
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　　　　単位：千円、％

平成３０年度 平成２９年度 増減 伸率

水道事業収益 1,973,672 1,921,413 52,259 2.72

営業収益 1,500,030 1,465,962 34,068 2.32

（うち給水収益） 1,464,551 1,421,473 43,078 3.03

＊営業外収益 462,399 443,495 18,904 4.26

＊特別利益 11,243 11,956 △ 713 △ 5.96

水道事業費用 1,855,232 1,822,991 32,241 1.77

営業費用 1,646,645 1,598,740 47,905 3.00

営業外費用 179,907 195,368 △ 15,461 △ 7.91

＊特別損失 680 883 △ 203 △ 22.99

予備費 28,000 28,000 0 0.00

【 資本的収支 】

　　資本的収支とは、水道施設を建設・整備をするための収支のことです。

　　収入は企業債（本年度は、243,000千円。）、負担金、補助金等で、支出は建設改良費、

　企業債償還金（借入元金の返済）等です。建設改良費の主なものは、自家発電整備更新

　工事、配水管布設工事です。

　

企業債

41%

負担金

18%

補助金

41%

資本的収入の構成割合

建設改良費
53%

企業債償還金
46%

その他
1%

資本的支出の構成割合
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　　　　単位：千円、％

平成３０年度 平成２９年度 増減 伸率

資本的収入 587,998 199,716 388,282 194.4

企業債 243,000 50,000 193,000 386.0

負担金 101,992 99,710 2,282 2.3

1 1 0 0.0

固定資産売却代 1 1 0 0.0

補助金 243,000 50,000 193,000 386.0

出資金 1 1 0 0.0

その他資本収入 3 3 0 0.0

資本的支出 998,080 642,476 355,604 55.3

建設改良費 526,919 169,332 357,587 211.2

企業債償還金 466,161 468,144 △ 1,983 △ 0.4

予備費 5,000 5,000 0 0.0

資本的収支不足額 410,082 442,760 △ 32,678 △ 7.4

※

他会計からの長期借入金

資本的収支の不足額は、減債積立金、建設改良積立金、損益勘定留保資金等で

補てんする予定です。
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